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1.歯科口腔保健法での
基本的事項の目的・目
標とその設定根拠、な
らびに自治体での政策
全体での位置づけを説
明できる。

Ⅰ．歯科口腔保健法を中心とした地域歯科保健施策の動向と現状

    １． 各自治体における近年の歯科疾患の動向

    ２． 歯科口腔保健の現状と問題点

2.歯科疾患の主要な予
防対策についてエビデ
ンスを理解し、それに
基づく施策を企画立案
できる。

Ⅱ．地域歯科保健施策の立案に寄与するエビデンス

    １． う蝕と歯周病予防のエビデンス

    ２． 歯の喪失予防と口腔機能の維持・向上に関するエビデンス

3.地域で多職種連携を
図り、立案した施策を
円滑に遂行できる。

Ⅲ．関係者との連携に基づく地域歯科保健活動の推進

　１．地域連携のための関係者分析

　２．自治体での先駆的事例

　３．地域歯科保健活動の推進のための体制整備

Ⅲ．地域の歯科保健ニーズの把握と歯科保健施策の評価

    １． PDCAサイクルに基づく地域保健活動

    ２． 標本抽出法と評価のための統計解析法

5.地域の実情に応じた
地域歯科保健施策の内
容充実のための提言が
できる。

Ⅳ．データに基づく現状把握と課題の抽出に関する演習（グループ
ワーク）

Ⅴ．調査結果に基づく提言（発表会）

4.地域の歯科保健指標
を把握し、地域での歯
科口腔保健推進計画の
目標の達成状況を的確
に評価できる。
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